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Ⅲ 考察 

１ 支援者が将来支援してもらえなくなった場合の対処方法 

〔障がい者〕 

前回調査と比較すると、「家族の中の他の人に支援されたい」では、すべての障がい者で減少、「ヘル

パーなどの支援により、自宅で暮らしたい」では、身体障がい者、知的障がい者、手帳未所持者で減少、

「グループホームで暮らしたい」では、手帳未所持者以外で上昇、「施設に入所したい」では、すべて

の障がい者で減少しており、家族等の支援から自立して暮らす志向が高まり、グループホームの需要が

拡大していることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査は、手帳所持者を対象に行っています。 

  

回答者数 =

今回 260

前回 908

今回 430

前回 199

今回 232

前回 143

今回 64

前回 121

今回 10

前回 16

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

指
定
難
病
者

手
帳
未
所
持
者

6.2

15.5

8.4

13.6

12.5

15.4

7.8

22.3

6.3

29.2

32.4

12.3

21.6

38.4

37.8

42.2

38.0

30.0

43.8

13.1

5.9

32.3

26.1

17.7

6.3

15.6

2.5

10.0

12.5

25.8

28.5

18.6

22.1

10.8

16.1

18.8

25.6

12.5

11.9

6.7

15.1

9.0

8.6

15.4

6.3

5.0

30.0

18.8

13.8

10.9

13.3

7.5

12.1

9.1

9.4

6.6

30.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の中の他の人に支援されたい

ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい

施設に入所したい

その他

無回答
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【発達障がい者、高次脳機能障がい者、医療的ケア者の傾向】 

発達障がい者では「グループホームで暮らしたい」の割合が高く、高次機能障がい者、医療的ケア者

は「ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、男性 18～39 歳で「グループホームで暮らしたい」、65 歳以上で「施設に入所

したい」、女性 40～64歳で「ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族の中の他の人に支援されたい

ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい

施設に入所したい

その他

無回答

回答者数 =

男性　18～39歳 191

　　　40～64歳 232

　　　65歳以上 47

女性　18～39歳 122

　　　40～64歳 164

　　　65歳以上 35

10.5

7.8

4.3

15.6

6.7

11.4

21.5

25.4

29.8

17.2

36.0

20.0

39.8

17.7

4.3

32.0

14.6

2.9

15.7

14.2

31.9

15.6

18.3

22.9

5.2

16.8

4.3

10.7

10.4

28.6

7.3

18.1

25.5

9.0

14.0

14.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

発達障がい者 313

高次脳機能障がい者 36

医療的ケア者 322

9.9

13.9

8.7

19.5

27.8

29.2

33.2

16.7

18.6

13.4

25.0

20.8

9.9

8.3

9.6

14.1

8.3

13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の中の他の人に支援されたい

ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい

施設に入所したい

その他

無回答



 

 239 

２ 今後の生活の送り方 

〔障がい者〕 

前回調査と比較すると、全ての障がい者で「自宅（持ち家、借家、公営住宅など）」、「高齢者向けの

入居・入所施設」が減少、「障がい者のグループホーム」が上昇しています。「障がい者の入所施設」で

は身体障がい者、知的障がい者、指定難病者で上昇しており、グループホーム、施設の需要の高まりが

うかがえます。 

県調査では、今後３年間の暮らしの希望は「家族と一緒に暮らす」の割合が最も高くなっており、本

調査も県と同様の傾向がみられます。また、県調査は年齢が上がるにつれ「施設で暮らす」の割合が高

くなっており、本調査においても男性 40～64歳、女性 65歳以上で「障がい者の入所施設」の割合が高

いことから、年齢に応じた段階的な支援体制の整備が必要であると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※前回調査では「わからない」の選択肢がありませんでした。また、１％未満の数値は省略されています。 

  

回答者数 =

今回 308

前回 1,468

今回 506

前回 244

今回 349

前回 228

今回 79

前回 272

今回 29

前回 35

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

指
定
難
病
者

手
帳
未
所
持
者

51.6

78.6

35.0

65.1

69.1

82.9

67.1

88.9

69.0

82.9

11.4

2.3

25.1

16.0

11.2

3.9

10.1

6.9

14.9

5.7

22.3

10.2

2.9

4.4

7.6

1.5

4.5

7.4

1.4

2.0

1.1

3.9

3.8

5.9

2.9

1.6

1.8

2.0

4.5

1.7

2.6

3.4

5.7

13.3

10.5

12.0

8.9

13.8

2.6

4.1

3.8

2.0

2.0

2.2

2.5

2.9

6.9

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（持ち家 借家 公営住宅など） 障がい者のグループホーム

障がい者の入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他 わからない

無回答
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【発達障がい者、高次脳機能障がい者、医療的ケア者の傾向】 

いずれも「自宅（持ち家、借家、公営住宅など）」が約半数を占めており、次いで「障がい者のグル

ープホーム」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、いずれの年代でも「自宅（持ち家、借家、公営住宅など）」の割合が最も高く

なっていますが、男性 18～39歳、女性 18～39歳で「障がい者のグループホーム」、男性 40～64歳、女

性 65歳以上で「障がい者の入所施設」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

発達障がい者 378

高次脳機能障がい者 40

医療的ケア者 393

49.2

50.0

55.7

20.6

17.5

14.8

15.3

15.0

12.2

0.3

10.0

2.8

0.8

1.8

9.5

7.5

10.2

4.2

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（持ち家 借家 公営住宅など） 障がい者のグループホーム

障がい者の入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他 わからない

無回答

回答者数 =

男性　18～39歳 231

　　　40～64歳 317

　　　65歳以上 65

女性　18～39歳 169

　　　40～64歳 209

　　　65歳以上 48

53.7

46.4

58.5

58.0

56.5

39.6

23.8

12.9

7.7

19.5

13.9

12.5

8.7

19.6

9.2

7.1

13.9

18.8

0.4

2.5

10.8

1.4

8.3

1.7

1.9

1.5

1.8

1.9

9.5

12.3

10.8

11.2

9.6

16.7

2.2

4.4

1.5

2.4

2.9

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（持ち家 借家 公営住宅など） 障がい者のグループホーム

障がい者の入所施設 高齢者向けの入居・入所施設

その他 わからない

無回答
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・自宅での生活を希望の方 

前回調査と比較すると、「だれの支援も受けないで暮らしていきたい」では、身体障がい者、知的障

がい者、指定難病者で減少、「家族の支援で暮らしたい」では、知的障がい者、手帳未所持者で上昇、

身体障がい者、精神障がい者で減少しています。また、「居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスな

どを利用して暮らしたい」では、身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者、指定難病者で上昇して

おり、これらの結果から、家族や在宅サービスなどの支援を前提とした生活のニーズが高まっているこ

とがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

今回 159

前回 1,154

今回 177

前回 159

今回 241

前回 189

今回 53

前回 242

今回 20

前回 29

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

指
定
難
病
者

手
帳
未
所
持
者

8.2

18.3

4.5

12.6

25.7

21.2

17.0

24.4

60.0

58.6

40.9

45.8

63.8

58.5

37.8

47.6

43.4

43.0

25.0

13.8

40.9

30.9

24.9

20.8

25.3

16.4

34.0

27.7

5.0

17.2

3.1

2.3

1.7

3.1

5.8

9.5

1.9

2.1

10.0

6.9

6.9

2.7

5.1

5.0

5.4

5.3

3.8

2.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい

その他

無回答
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【発達障がい者、高次脳機能障がい者、医療的ケア者の傾向】 

いずれも「家族の支援で暮らしたい」の割合が最も高く、次いで「居宅介護（ホームヘルプ）や通所

サービスなどを利用して暮らしたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、男女とも 18～39歳で「家族の支援で暮らしたい」、65 歳以上で「居宅介護（ホ

ームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい

その他

無回答

回答者数 =

男性　18～39歳 124

　　　40～64歳 147

　　　65歳以上 38

女性　18～39歳 98

　　　40～64歳 118

　　　65歳以上 19

17.7

22.4

15.8

17.3

11.0

15.8

58.9

34.0

36.8

57.1

40.7

31.6

18.5

27.2

39.5

20.4

35.6

42.1

3.2

5.4

5.3

3.1

4.2

1.6

10.9

2.6

2.0

8.5

10.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

発達障がい者 186

高次脳機能障がい者 20

医療的ケア者 219

15.6

10.0

17.4

53.8

50.0

38.8

22.0

40.0

33.8

4.3

6.4

4.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい

その他

無回答
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・〔障がい児〕 

前回調査と比較すると、学校卒業後の生活は、指定難病者以外で「自宅」が減少しており、一方で全

ての障がい児で「わからない」が増加しており、自宅で生活を続けることに不安を感じていることがう

かがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい、高次脳機能障がい、医療的ケア児の傾向】 

いずれも「自宅（持ち家、借家、公営住宅など）」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自宅（持ち家 借家 公営住宅など） グループホーム

入所施設 その他

わからない 無回答

自宅（持ち家 借家 公営住宅など） グループホーム

入所施設 その他

わからない 無回答

回答者数 =

今回 49

前回 143

今回 270

前回 192

今回 20

前回 45

今回 21

前回 2

今回 20

前回 23

今回 242

前回 99

手
帳
未
所
持

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
障
が
い

指
定
難
病

小
児
慢
性
特
定

疾
病

73.5

93.0

66.3

90.6

80.0

97.8

57.1

50.0

70.0

100.0

74.0

99.0

0.7

5.9

2.6

2.2

0.0

1.0

4.1

4.2

0.7

4.7

50.0

0.0

2.0

0.7

0.7

1.0

5.0

0.4

18.4

25.6

20.0

42.9

25.0

24.0

2.0

1.4

0.7

1.0

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

発達障がい 445

高次脳機能障がい 3

医療的ケア児 49

70.3

100.0

75.5

2.9

0.4

2.0

0.7

2.0

25.2

18.4

0.4

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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自宅での生活を希望の方 

前回調査と比較すると、知的障がい、精神障がいで「家族の支援で暮らしたい」の割合が上昇してお

り、知的障がい、手帳未所持で「居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい」

が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい

その他

無回答

回答者数 =

今回 36

前回 133

今回 179

前回 174

今回 16

前回 44

今回 12

前回 1

今回 14

前回 23

今回 179

前回 98

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
障
が
い

指
定
難
病

小
児
慢
性
特
定

疾
病

手
帳
未
所
持

5.6

9.8

10.6

6.9

12.5

13.6

4.3

43.0

12.2

38.9

54.1

59.8

44.3

68.8

59.1

41.7

100.0

42.9

52.2

48.6

59.2

47.2

31.6

24.6

42.5

18.8

15.9

41.7

0.0

35.7

30.4

1.7

17.3

5.6

3.0

3.9

5.2

0.0

9.1

8.3

0.0

14.3

13.0

2.8

3.1

2.8

1.5

1.1

1.1

2.3

8.3

7.1

3.9

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【発達障がい、高次脳機能障がい、医療的ケア児の傾向】 

いずれも「家族の支援で暮らしたい」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

だれの支援も受けないで暮らしていきたい

家族の支援で暮らしたい

居宅介護（ホームヘルプ）や通所サービスなどを利用して暮らしたい

その他

無回答

回答者数 =

発達障がい 313

高次脳機能障がい 3

医療的ケア児 37

27.2

8.1

56.9

100.0

62.2

9.9

24.3

3.5

2.7

2.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 障がいの差別や偏見について 

〔障がい者〕 

前回調査と比較すると、すべての障がい者で「ある」の割合が上昇しており、「全くない」が減少し

ています。この結果から、障がいに対する差別や偏見の認識が高まっている可能性があり、引き続き障

がいに対しての理解促進を行っていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい者、高次脳機能障がい者、医療的ケア者の傾向】 

全体と比べて発達障がい者と高次脳機能障害者で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

今回 308

前回 1,468

今回 506

前回 244

今回 349

前回 228

今回 79

前回 272

今回 29

前回 35

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

指
定
難
病
者

手
帳
未
所
持
者

27.3

10.8

32.0

23.8

36.7

26.8

29.1

6.6

27.6

22.9

40.9

38.9

40.3

43.0

45.0

40.8

49.4

29.4

48.3

42.9

22.7

39.5

20.2

26.8

14.3

26.8

11.4

51.8

13.8

31.4

9.1

10.8

7.5

5.7

4.0

5.7

10.1

12.1

10.3

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある あまりない 全くない 無回答

回答者数 =

発達障がい者 378

高次脳機能障がい者 40

医療的ケア者 393

41.5

40.0

35.6

42.9

40.0

44.8

11.6

17.5

14.2

4.0

2.5

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある あまりない 全くない 無回答
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【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、男女とも 18～39歳で「ある」の割合が、65歳以上で「全くない」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

男性　18～39歳 231

　　　40～64歳 317

　　　65歳以上 65

女性　18～39歳 169

　　　40～64歳 209

　　　65歳以上 48

37.7

28.4

18.5

38.5

29.2

18.8

45.9

38.5

46.2

45.0

43.1

37.5

13.4

22.4

29.2

14.2

20.1

31.3

3.0

10.7

6.2

2.4

7.7

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある あまりない 全くない 無回答
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〔障がい児〕 

前回調査と比較すると、指定難病以外で「ある」の割合が上昇しており、障がい者と同様に、障がい

に対する差別や偏見の認識が高まっている可能性があり、引き続き障がいに対しての理解促進を行っ

ていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい、高次脳機能障がい、医療的ケア児の傾向】 

全体と比べて医療的ケア児で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある あまりない 全くない 無回答

ある あまりない 全くない 無回答

回答者数 =

今回 49

前回 143

今回 270

前回 192

今回 20

前回 45

今回 21

前回 2

今回 20

前回 23

今回 242

前回 99

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
障
が
い

指
定
難
病

小
児
慢
性
特
定

疾
病

手
帳
未
所
持

46.9

30.1

50.4

32.3

45.0

33.3

52.4

100.0

55.0

21.7

26.4

23.2

44.9

46.2

39.6

48.4

30.0

37.8

33.3

35.0

69.6

49.6

35.4

8.2

14.7

9.3

13.0

25.0

24.4

14.3

10.0

4.3

19.4

27.3

9.1

0.7

6.3

4.4

4.3

4.5

14.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

発達障がい 445

高次脳機能障がい 3

医療的ケア児 49

40.9

66.7

49.0

42.9

33.3

36.7

14.2

14.3

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４ 障がいについて理解や配慮があり、よかったと感じたこと 

〔障がい者〕 

前回調査と比較すると、手帳未所持を除くすべての障がいにおいて「ある」の割合が上昇しており、

「全くない」が減少しています。障がいに対して差別や偏見があることも増加しましたが、周囲の協力

や学習・業務上の配慮、コミュニケーション方法の工夫、医療・窓口対応での丁寧な支援が行われたこ

とで、障がいへの理解と適切な配慮が一層進んだことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい者、高次脳機能障がい者、医療的ケア者の傾向】 

全体と比べて高次脳機能障害者と医療的ケア者で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 =

発達障がい者 378

高次脳機能障がい者 40

医療的ケア者 393

42.9

50.0

53.7

43.9

32.5

31.8

8.7

15.0

7.9

4.5

2.5

6.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある あまりない 全くない 無回答

回答者数 =

今回 308

前回 1,468

今回 506

前回 244

今回 349

前回 228

今回 79

前回 272

今回 29

前回 35

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

指
定
難
病
者

手
帳
未
所
持
者

49.0

21.0

41.7

26.2

47.6

23.7

54.4

15.4

27.6

37.1

32.5

44.8

38.5

43.9

39.5

39.5

27.8

39.7

41.4

42.9

9.7

20.0

11.1

14.8

8.9

31.1

11.4

26.1

20.7

11.4

8.8

14.2

8.7

15.2

4.0

5.7

6.3

18.8

10.3

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある あまりない 全くない 無回答
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【性・年齢別】 

性・年齢別にみると、女性 65歳以上を除くすべての年齢で「あまりない」と「全くない」を合わせ

た“ない”の割合が約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある あまりない 全くない 無回答

回答者数 =

男性　18～39歳 231

　　　40～64歳 317

　　　65歳以上 65

女性　18～39歳 169

　　　40～64歳 209

　　　65歳以上 48

45.9

41.3

40.0

47.3

42.1

45.8

40.3

36.3

41.5

43.2

35.9

33.3

10.4

12.3

9.2

5.9

13.4

6.3

3.5

10.1

9.2

3.6

8.6

14.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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〔障がい児〕 

前回調査と比較すると、指定難病以外で「ある」の割合が高くなっており、障がい者と同様の傾向が

みられることから、障がいへの理解と適切な配慮が一層進んだことが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい、高次脳機能障がい、医療的ケア児の傾向】 

全体と比べて発達障がい、医療的ケア児で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある あまりない 全くない 無回答

ある あまりない 全くない 無回答

回答者数 =

今回 49

前回 143

今回 270

前回 192

今回 20

前回 45

今回 21

前回 2

今回 20

前回 23

今回 242

前回 99

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
障
が
い

指
定
難
病

小
児
慢
性
特
定

疾
病

手
帳
未
所
持

67.3

33.6

60.0

33.9

55.0

37.8

47.6

100.0

70.0

39.1

56.2

33.3

26.5

42.0

34.4

45.8

35.0

40

38.1

25.0

52.2

31.8

39.4

6.1

14.7

3.7

12.0

10.0

17.8

14.3

5.0

5.4

12.1

9.8

1.9

8.3

4.4

8.7

6.6

15.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

発達障がい 445

高次脳機能障がい 3

医療的ケア児 49

60.4

100.0

67.3

32.4

26.5

4.3

6.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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５ 現在通っている学校などを卒業した後の進路 

〔障がい児〕 

前回調査と比較すると、大きな変化はないものの、「就職（一般就労）したい」の割合が上昇してお

り、「通常の学級・学校、専門学校、大学などに進学したい」「生活介護事業所、障害者デイサービスセ

ンターを利用したい」が減少しています。 

なお、15歳以上では「就労継続支援Ｂ型事業所を利用したい」の割合が 20.6％と最も高く、次いで

「生活介護事業所、障害者デイサービスセンターを利用したい」の割合が 19.0％、「就職（一般就労）

したい」の割合が 15.9％となっており、「就労移行支援事業所を利用したい」や「就労継続支援Ｂ型事

業所を利用したい」が上昇しています。 

これらの結果から、一般就労への志向がある程度高まる一方で、年齢や本人の特性に応じて福祉的就

労や通所サービスを現実的な進路として選択する傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

就職（一般就労）したい

自営業（家の仕事の手伝いを含む）

就労移行支援事業所を利用したい

就労継続支援Ａ型事業所を利用したい

就労継続支援Ｂ型事業所を利用したい

生活介護事業所、障害者デイサービスセンター
を利用したい

通常の学級・学校、専門学校、大学などに進学
したい

特別支援学級、特別支援学校に進学したい

考えていない

その他

無回答

9.4

0.2

2.2

1.6

4.5

5.1

28.0

25.1

15.2

6.3

2.5

6.0

0.3

0.8

0.8

4.3

6.5

32.3

25.8

14.0

7.3

2.3

15.9

0.0

11.1

4.8

20.6

19.0

11.1

0.0

11.1

6.3

0.0

18.3

0.0

1.4

1.4

8.5

16.9

29.6

11.3

4.2

8.5

0.0

0 10 20 30 40

今回

（回答者数 = 554）

前回

（回答者数 = 400）

今回【15歳以上】

（回答者数 = 63）

前回【15歳以上】

（回答者数 = 71）
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６ 障害福祉サービスの満足度 

〔障がい者〕 

現在利用しているサービスの、サービス別の満足度をみると、「重度訪問介護」「就労移行支援」が約

８割と最も高く、他のサービスについても概ね７割を超えています。一方、「同行援護」が最も低く、

６割を下回っており、サービス間での差がみられることから、満足度が低いサービスの利用者ニーズを

把握する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =
％

居宅介護（ホームヘルプサービス） 153

重度訪問介護 30

同行援護 22

行動援護 55

療養介護 26

生活介護 192

短期入所（ショートステイ） 92

自立訓練（機能訓練） 82

自立訓練（生活訓練） 65

自立生活援助 26

共同生活援助（グループホーム） 115

施設入所支援 122

就労移行支援 54

就労継続支援（Ａ型） 137

就労継続支援（Ｂ型） 349

就労定着支援 25

計画相談支援 695

地域移行支援 14

地域定着支援 18

75.8 

80.0 

59.1 

69.1 

73.1 

75.5 

71.7 

74.4 

73.8 

73.1 

73.0 

71.3 

81.5 

66.4 

63.3 

68.0 

76.5 

64.3 

77.8 

0 20 40 60 80 100

介
護
給
付
・
施
設
入
所
等 

就
労
支
援 

相
談
支
援 
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現在利用しているサービスに満足しているか 

【障がい種別】 

現在利用しているサービスに満足しているかを障がい種別にみると、介護給付・施設入所等では、い

ずれの障がいも「満足している」が「不満がある」を上回っており、身体障がい、知的障がい、発達障

がい、高次脳機能障がいで「満足している」の割合が７割を超えています。 

また、就労支援、相談支援においても同様の傾向がみられ、就労支援では身体障がいが、相談支援で

は身体障がい、知的障がい、精神障がい、発達障がい、高次脳機能障がい、医療的ケア者で「満足して

いる」の割合が７割を超えています。 

単位：％ 

介護給付・施設入所等 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足
し
て
い
る 

不
満
が
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 522 72.6 17.8 12.5 5.6 

身体障がい者 197 76.1 21.8 9.1 3.6 

  視覚障がい者 27 63.0 33.3 14.8 3.7 

  聴覚等障がい者 4 100.0 25.0 0.0 0.0 

  言語等障がい者 5 80.0 20.0 20.0 0.0 

  肢体不自由者 136 77.9 21.3 8.1 2.9 

  内部障がい者 9 66.7 11.1 0.0 22.2 

知的障がい者 302 71.9 15.6 14.9 5.6 

精神障がい者 113 69.9 18.6 11.5 8.0 

指定難病者 48 62.5 27.1 12.5 2.1 

手帳未所持者 10 40.0 10.0 30.0 20.0 

発達障がい者 175 72.0 17.1 13.7 5.1 

高次脳機能障がい者 22 72.7 4.5 13.6 13.6 

医療的ケア者 216 69.9 24.1 13.9 4.2 

 

単位：％ 

就労支援 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足
し
て
い
る 

不
満
が
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 528 65.3 21.8 10.0 6.1 

身体障がい者 85 70.6 22.4 7.1 4.7 

  視覚障がい者 6 66.7 33.3 0.0 0.0 

  聴覚等障がい者 2 50.0 0.0 50.0 0.0 

  言語等障がい者 3 66.7 33.3 0.0 33.3 

  肢体不自由者 49 69.4 26.5 2.0 6.1 

  内部障がい者 12 83.3 16.7 8.3 0.0 

知的障がい者 230 67.8 17.4 10.9 7.4 

精神障がい者 229 63.3 25.3 9.2 6.1 

指定難病者 34 67.6 29.4 2.9 0.0 

手帳未所持者 16 56.3 25.0 18.8 0.0 

発達障がい者 207 63.3 22.2 7.7 9.2 

高次脳機能障がい者 18 61.1 27.8 16.7 5.6 

医療的ケア者 190 66.3 22.6 10.0 4.7 
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単位：％ 

相談支援 

回
答
者
数
（
件
） 

満
足
し
て
い
る 

不
満
が
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 702 76.5 10.3 13.8 1.4 

身体障がい者 197 79.7 10.2 11.2 1.5 

  視覚障がい者 21 61.9 19.0 19.0 0.0 

  聴覚等障がい者 4 75.0 0.0 25.0 0.0 

  言語等障がい者 3 100.0 0.0 0.0 0.0 

  肢体不自由者 132 84.1 8.3 8.3 2.3 

  内部障がい者 13 76.9 7.7 15.4 0.0 

知的障がい者 367 76.6 8.7 14.7 1.4 

精神障がい者 223 75.3 12.1 13.9 1.3 

指定難病者 45 68.9 15.6 13.3 2.2 

手帳未所持者 17 58.8 11.8 29.4 0.0 

発達障がい者 269 78.8 9.3 12.6 0.7 

高次脳機能障がい者 24 79.2 8.3 12.5 4.2 

医療的ケア者 268 74.6 12.3 13.4 2.2 
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〔障がい児〕 

現在利用しているサービスの、サービス別の満足度をみると、すべてのサービスで満足度は８割を超

えています。中でも、放課後等デイサービス、計画相談支援（障害児支援利用計画）など利用者数が多

いサービスは他のサービスに比べ満足度が低い傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※障害児入所支援は、県が支給決定を行うサービスとなります。 

 

 

現在利用しているサービスに満足しているか 

【障がい種別】 

現在利用しているサービスに満足しているかを障がい種別にみると、いずれの障がいも「満足してい

る」が「不満がある」を上回っており、指定難病を除くすべての障がいで「満足している」の割合が８

割を超えています。「不満がある」については、指定難病、小児慢性特定疾病で他の障がいに比べ高く、

約３割となっています。 

単位：％ 

  

回
答
者
数
（
件
） 

満
足
し
て
い
る 

不
満
が
あ
る 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

全  体 515 88.2 15.0 3.5 3.9 

身体障がい 45 82.2 26.7 2.2 6.7 

知的障がい 251 88.0 18.3 3.2 4.8 

精神障がい 19 94.7 15.8 0.0 0.0 

指定難病 17 76.5 29.4 5.9 5.9 

小児慢性特定疾病 17 88.2 29.4 0.0 11.8 

手帳未所持 229 90.0 10.5 3.1 2.2 

発達障がい 413 88.6 15.0 3.9 3.6 

高次脳機能障がい 3 66.7 33.3 0.0 0.0 

医療的ケア児 46 82.6 17.4 8.7 2.2 

  

回答者数 =
％

児童発達支援 143

居宅訪問型児童発達支援 6

医療型児童発達支援 20

放課後等デイサービス 389

保育所等訪問支援 27

居宅介護（ホームヘルプサービス） 8

短期入所（ショートスティ） 17

同行援護・行動援護・移動支援事業 6

日中一時支援事業 19

計画相談支援（障害児支援利用計画） 330

障害児入所支援 4

90.2 

100.0 

95.0 

88.4 

96.3 

87.5 

94.1 

100.0 

100.0 

89.4 

100.0 

0 20 40 60 80 100
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７ 現在の生活の満足度 

〔障がい者〕 

前回調査と比較すると、「満足している」「どちらかといえば満足している」を合わせた“満足”の割

合が身体障がい者、知的障がい者、精神障がい者で概ね増加し、「満足していない」「どちらかといえば

満足していない」を合わせた“不満”の割合は指定難病者、手帳未所持者で増加しています。これらの

生活満足度の向上には、福祉サービスの整備や障がいへの理解の周知など各種施策の充実が一定程度

寄与していることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい者、高次脳機能障がい者、医療的ケア者の傾向】 

全体と比べて“満足”の割合が、発達障がい者ではほぼ同程度ですが、高次機能障がい者、医療的ケ

ア者では低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

発達障がい者 378

高次脳機能障がい者 40

医療的ケア者 393

29.9

27.5

22.9

36.5

27.5

35.1

8.7

17.5

10.9

7.1

10.0

11.5

13.5

15.0

14.0

4.2

2.5

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

今回 308

前回 1,468

今回 506

前回 244

今回 349

前回 228

今回 79

前回 272

今回 29

前回 35

身
体
障
が
い
者

知
的
障
が
い
者

精
神
障
が
い
者

指
定
難
病
者

手
帳
未
所
持
者

29.5

25.3

39.7

32.4

20.9

18.0

34.2

26.8

17.2

20.0

36.4

39.8

34.2

36.5

33.2

31.6

27.8

45.6

17.2

31.4

8.8

8.1

4.3

5.3

13.8

11.8

7.6

7.0

24.1

5.7

5.8

6.5

2.4

4.5

14.6

12.7

11.4

4.8

17.2

28.6

12.0

14.7

13.2

16.8

13.8

22.4

12.7

12.9

20.7

11.4

7.5

5.7

6.1

4.5

3.7

3.5

6.3

2.9

3.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答
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〔障がい児〕 

前回調査と比較すると、「満足している」「どちらかといえば満足している」を合わせた“満足”の割

合が身体障がい、知的障がいで増加しており、障がい者と同様に福祉サービスの整備や障がいへの理解

の周知など各種施策の充実が一定程度寄与していることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障がい、高次脳機能障がい、医療的ケア児の傾向】 

発達障がい、医療的ケア児で“満足”の割合が７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

今回 49

前回 143

今回 270

前回 192

今回 20

前回 45

今回 21

前回 2

今回 20

前回 23

今回 242

前回 99

手
帳
未
所
持

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
障
が
い

指
定
難
病

小
児
慢
性
特
定

疾
病

30.6

35.0

29.3

32.8

20.0

22.2

23.8

25.0

34.8

30.2

46.5

55.1

41.3

51.9

43.8

45.0

44.4

57.1

50.0

60.0

56.5

51.2

38.4

8.2

4.9

7.4

4.7

20.0

8.9

9.5

10.0

8.7

6.2

4.0

4.9

1.5

4.7

10.0

8.9

4.8

50.0

5.0

2.5

3.0

6.1

11.2

8.5

11.5

5.0

15.6

4.8

6.2

4.0

2.8

1.5

2.6

3.7

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

どちらともいえない 無回答

回答者数 =

発達障がい 445

高次脳機能障がい 3

医療的ケア児 49

27.6

66.7

24.5

51.2

46.9

8.1

33.3

10.2

2.7

4.1

8.1

14.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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８ 総括 

本調査から、障がい者のある人において、必要な支援を受けながらも自立した生活を志向する傾向が

強まっていることがうかがえます。 

将来の住まいでは自宅での生活を望む人が最も多く、県調査と同様の傾向がみられます。しかし、自

宅や高齢者施設を望む割合が減少し、グループホームや障害者入所施設の需要が高まっています。特に

男性 18～39歳、女性 18～39歳で「障がい者のグループホーム」、男性 40～64 歳、女性 65歳以上で「障

がい者の入所施設」を望む割合が高くなっています。また、自宅生活を希望する者では、居宅介護や通

所サービスなどを利用して暮らしたい人が増加しており、在宅サービスを組み合わせた支援体制の拡

充が求められます。 

 

また、学校卒業後の進路では、一般就労の志向がやや高まる一方で、15 歳以上で就労移行支援や就

労継続支援の希望も高まっており、年齢や本人の特性に応じて福祉的就労や通所サービスを現実的な

進路として選択する傾向が強まっています。 

障害福祉サービス満足度は総じて高いものの、サービス間での差がみられることから、満足度が低い

サービスの利用者ニーズを把握する必要があります。 

生活の満足度は一部増加がみられるものの、高次脳機能障がいや医療的ケア者では相対的に低い面

も見られ、様々な障がいの支援ニーズに対応していくことが求められます。 

 

障がいの差別や偏見については、障がいに対して差別や偏見があると感じる人の割合が増加しまし

たが、同時に理解・配慮の経験がある人の割合も増えています。障がいのある人本人の差別や偏見の認

識が高まっているとともに、周囲の人の理解・配慮の意識も高まっていることがうかがえ、理解促進を

継続しながら、引き続き学校・職場や医療・行政窓口などにおける合理的配慮を推進していくことが求

められます。 
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Ⅳ 調査票 

１ 障がい者   アンケートへのご協力
きょうりょく

のお
ね が

願い 

 

皆様
みなさま

には、日頃
ひ ご ろ

から福祉行政
ふくしぎょうせい

の推進
すいしん

にご協力
きょうりょく

いただき、心
こころ

より感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げます。 

岐阜市
ぎ ふ し

では、障
しょう

がいのある方々
かたがた

の生活
せいかつ

の向上
こうじょう

をめざして、令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

に「岐阜市
ぎ ふ し

第
だい

８

期
き

障害福祉計
しょうがいふくしけい

画
かく

」を作成
さくせい

します。この調査票
ちょうさひょう

は、障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に定
さだ

める障害福祉
しょうがいふくし

サー

ビスまたは地域生活支援
ち い き せ い か つ し え ん

サービスの支給決定
しきゅうけってい

を受
う

けている18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

のうちから

無作為
む さ く い

に抽
ちゅう

出
しゅつ

し、お送
おく

りしました。 

皆様
みなさま

が安心
あんしん

して暮
く

らせる岐阜市
ぎ ふ し

にするため、お手数
て す う

をおかけしますが、ご協力
きょうりょく

お願
ねが

い

申
もう

し上
あ

げます。 

なお、この調査
ちょうさ

は、回答者
かいとうしゃ

が特定
とくてい

されないよう集計
しゅうけい

し、調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
い が い

には利用
り よ う

いた

しません。 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

については、岐阜
ぎ ふ

市
し

のホームページなどで公表
こうひょう

します。 
 

令和
れ い わ

７年
ねん

11月
がつ

 

岐阜
ぎ ふ

市長
しちょう

  柴橋
しばはし

 正直
まさなお

  

 

＜ご回答
かいとう

にあたって＞ 

・令和
れ い わ

７年
ねん

11月
がつ

１日
にち

時点
じ て ん

の内容
ないよう

で記入
きにゅう

してください。 

・何
なん

らかの事情
じじょう

で、ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

できない場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などに代筆
だいひつ

していただ

くか、代理
だ い り

の方
かた

がご本人
ほんにん

の意思
い し

を尊重
そんちょう

して代
か

わりに記入
きにゅう

してください。 

・質問
しつもん

に選択肢
せ ん た く し

のあるものは、あてはまる番号
ばんごう

に○をつけてください。お答
こた

えが選択肢
せ ん た く し

の中
なか

の「その他
た

」にあてはまる場合
ば あ い

は、（  ）内
ない

に具体的
ぐ た い て き

に記入
きにゅう

してください。 

・答
こた

えたくない質問
しつもん

は、無回答
む か い と う

のまま、次
つぎ

の質問
しつもん

に進
すす

んでください。 

・記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ、１１月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）までに、

郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）してください。 

 

・アンケートについてのお問
と

い合
あ

わせ 

岐阜市
ぎ ふ し

福
ふく

祉
し

部
ぶ

福
ふく

祉
し

事
じ

務
む

所
しょ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

  担当
たんとう

 泉谷
いずたに

、高瀬
た か せ

 

電話
で ん わ

：214-2138（直通
ちょくつう

）  ファックス：265-7613  

メールアドレス：fj-shougai@city.gifu.gifu.jp 

※この調査
ちょうさ

は、岐阜市
ぎ ふ し

が株式会
かぶしきがい

社名
しゃめい

豊
ほう

に委託
い た く

して実施
じ っ し

しています。
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問
とい

１ このアンケートにご記入
きにゅう

いただくのはどなたですか。（○は１つ） 

１ 本人
ほんにん

      ２ 家族
か ぞ く

      ３ その他
た

（          ） 

 

※ご本人
ほんにん

以外
い が い

の方
かた

が答
こた

えられる場合
ば あ い

の問
とい

２以下
い か

は、ご本人
ほんにん

への問
とい

としてお答
こた

えください。 

 

問
とい

２ あなたの年齢
ねんれい

は満何歳
まんなんさい

ですか。 

満
まん

   歳
さい

 

 

問
とい

３ あなたの性別
せいべつ

は。（○は１つ） 

１ 男性
だんせい

     ２ 女性
じょせい

      ３ 回答
かいとう

しない 

 

問
とい

４ あなたは今
いま

、だれと暮
く

らしていますか。（○はいくつでも） 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

      ４ 子
こ

どもの配偶者
はいぐうしゃ

   ７ 孫
まご

 

２ 父母
ふ ぼ

・義父母
ぎ ふ ぼ

   ５ 兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

      ８ 親戚
しんせき

 

３ 子
こ

ども      ６ 祖父母
そ ふ ぼ

       ９ その他
た

（      ） 

 

問
とい

５ 障害支援区分
し ょう がい しえ んく ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている     ２ 受
う

けていない     ３ わからない 

 

問
とい

６ あなたは、次
つぎ

のうちどの手帳
てちょう

などを持
も

っていますか。（○はいくつでも）

１ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 １級
きゅう

 

２ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ２級
きゅう

 

３ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ３級
きゅう

 

４ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ４級
きゅう

 

５ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ５級
きゅう

 

６ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ６級
きゅう

 

７ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ 

８ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ１ 

９ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ２ 

10 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ｂ１ 

11 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ｂ２ 

12 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 １級
きゅう

 

13 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 ２級
きゅう

 

14 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 ３級
きゅう

 

15 特定
とくてい

医療費
い り ょ う ひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

 

16 持
も

っていない 
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問
とい

７ 身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

をお持
も

ちの方
かた

におたずねします。あなたの障
しょう

がいは、どのような

障
しょう

がいですか。身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

の内容
ないよう

からお答
こた

えください。障
しょう

がいが重複
ちょうふく

している

場合
ば あ い

は、より不自由
ふ じ ゆ う

を感
かん

じている方
ほう

に○をつけてください。（○は１つ） 

１ 視覚障
しかくしょう

がい                   ４ 肢体不自由
し た い ふ じ ゆ う

（主
おも

に手
て

） 

２ 聴覚障
ちょうかくしょう

がい、平衡機能障
へいこうきのうしょう

がい         ５ 肢体不自由
し た い ふ じ ゆ う

（主
おも

に足
あし

・腰
こし

） 

３ 音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能障
きのうしょう

がい      ６ 内部障
ないぶしょう

がい（１～５以外
い が い

） 

 

問
とい

８ 40歳以上
さいいじょう

の方
かた

におたずねします。あなたは介護保険
か い ご ほ け ん

の要介護認定
よ う か い ご に ん て い

を受
う

けています

か。あてはまる番号
ばんごう

に○をつけてください。（○は１つ） 

１ 要支援
よ う し え ん

１ ５ 要介護
よ う か い ご

３ ９ わからない 

２ 要支援
よ う し え ん

２ ６ 要介護
よ う か い ご

４ 10 受
う

けていない 

３ 要介護
よ う か い ご

１ ７ 要介護
よ う か い ご

５ 

４ 要介護
よ う か い ご

２ ８ 事業
じぎょう

対象者
たいしょうしゃ

 

 

問
とい

９ あなたは難病
なんびょう

（指定難病
していなんびょう

）の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている                                       ２ 受
う

けていない 

 

問
とい

10 あなたは発達障害
はったつしょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある                                                      ２ ない 

 

問
とい

10－１ 問
とい

10で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。どのような診断
しんだん

を受
う

けて

いますか。（○は１つ） 

１ 自閉
じ へ い

スペクトラム症
しょう

（自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

、広汎性発達障害
こうはんせいはったつしょうがい

） 

２ 注意欠如
ちゅういけつじょ

・多動症
たどうしょう

（注意欠陥
ちゅういけっかん

・多動性障害
たどうせいしょうがい

、ＡＤＨＤ） 

３ 学習障害
がくしゅうしょうがい

（ＬＤ） 

４ その他
た

（                          ） 
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問
とい

10－２ 問
とい

10で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。現在
げんざい

、定期的
て い き て き

に医療機関
い り ょ う き か ん

で治療
ちりょう

などを受
う

けていますか。（○はいくつでも） 

１ 特
とく

に治療
ちりょう

は受
う

けていない 

２ 診察
しんさつ

・薬
くすり

の処方
しょほう

 

３ カウンセリング(心理
し ん り

職
しょく

などによるものを含
ふく

む) 

４ 専門職
せんもんしょく

（言語聴覚士
げ ん ご ち ょ う か く し

・作業療法士
さぎょうりょうほうし

など）による各種訓練
かくしゅくんれん

 

５ 専門職
せんもんしょく

（ソーシャルワーカーなど）による各種相談
かくしゅそうだん

 

６ 障害者手帳
しょうがいしゃてちょう

や年金
ねんきん

などの受給申請
じゅきゅうしんせい

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

（診断書
しんだんしょ

など）の発行
はっこう

を受
う

けるた

めに通
かよ

っている 

７ その他
た

（                             ） 

 

問
とい

11 あなたは高次脳機能障害
こ う じ の う き の う し ょ う が い

として診断
しんだん

されたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある                                        ２ ない 

 

問
とい

12 あなたは現在
げんざい

医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている                         ２ 受
う

けていない 

 

問
とい

13 あなたの日常生活上
にちじょうせいかつじょう

の支援
し え ん

および支援者
し え ん し ゃ

についておたずねします。 

 問
とい

13－１ 日常生活
にちじょうせいかつ

で支援
し え ん

を必要
ひつよう

とすることがありますか。（○は１つ） 

   １ 支援
し え ん

を必要
ひつよう

とすることがある → 問
とい

13－２へ 

   ２ 支援
し え ん

を必要
ひつよう

とすることはない → 問
とい

14へ 

 

問
とい

13－２ 主
おも

に支援
し え ん

してくれる方
かた

は、次
つぎ

のうちどなたですか。（○は１つ） 

１ 配偶者
はいぐうしゃ

      ５ 兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

   ９ ヘルパー 

２ 父母
ふ ぼ

・義父母
ぎ ふ ぼ

   ６ 祖父母
そ ふ ぼ

    10 いない → 問
とい

14へ 

３ 子
こ

ども      ７ 孫
まご

      11 その他
た

（        ） 

４ 子
こ

どもの配偶者
はいぐうしゃ

  ８ 親戚
しんせき
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問
とい

13－３ 主
おも

に支援
し え ん

してくれる方
かた

の年齢
ねんれい

は。（○は１つ） 

１ 10歳代
さいだい

    ３ 30歳代
さいだい

    ５ 50歳代
さいだい

    ７ 70歳代
さいだい

 

２ 20歳代
さいだい

    ４ 40歳代
さいだい

    ６ 60歳代
さいだい

    ８ 80歳以上
さいいじょう

 

 

問
とい

13－４ 主
おも

に支援
し え ん

してくれる方
かた

が高齢
こうれい

、病気
びょうき

などで、将来
しょうらい

支援
し え ん

してもらえなくなった

場合
ば あ い

、どうしたいと思
おも

いますか。（○は１つ） 

１ 家族
か ぞ く

の中
なか

の他
ほか

の人
ひ と

に支援
し え ん

されたい 

   ２ ヘルパーなどの支援
し え ん

により、自宅
じ た く

で暮
く

らしたい 

   ３ グループホームで暮
く

らしたい 

   ４ 施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

したい 

   ５ その他
た

（                            ） 

 
 

問
とい

14 次
つぎ

の(１)～(12)の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスのすべての項目
こうもく

について、１～５のあてはま

る番号
ばんごう

を右欄
みぎらん

に記入
きにゅう

してください。 

１ 利用
り よ う

している 

２ 今
いま

は利用
り よ う

していないが、利用
り よ う

したことはある 

３ 利用
り よ う

したことはないが、今後
こ ん ご

３年以内
ね ん い な い

に利用
り よ う

したい 

４ 利用
り よ う

したことはなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない 

    ５ わからない 

(１) 自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの身体
しんたい

介護
か い ご

と、調理
ちょうり

、洗濯
せんたく

、そうじな

どの家事
か じ

援助
えんじょ

、通院
つういん

などの支援
し え ん

を受
う

ける居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス） 

 

(２) 重度
じゅうど

の障
しょう

がいのため常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が、自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

、排
はい

せ

つ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

、外出
がいしゅつ

の際
さい

の移動
い ど う

支援
し え ん

、入院
にゅういん

時
じ

の支援
し え ん

などを総合的
そうごうてき

に受
う

ける重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

 

(３) 視覚障
しかくしょう

がいのため移動
い ど う

に 著
いちじる

しい困難
こんなん

がある人
ひと

が、移動
い ど う

の援護
え ん ご

、排
はい

せ

つ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などの援助
えんじょ

を受
う

ける同行
どうこう

援護
え ん ご

 

 

あてはまる番号
ばんごう

（１～５）を

記入
きにゅう

してください 



 

265 

(４) 自己判断能力
じ こ は ん だ ん の う り ょ く

が制限
せいげん

されている人
ひと

が行動
こうどう

するときに、危険
き け ん

を回避
か い ひ

する

ために必要
ひつよう

な支援
し え ん

や外出
がいしゅつ

支援
し え ん

を受
う

ける行動
こうどう

援護
え ん ご

 

 

(５) 医療
いりょう

と常時
じょうじ

介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が、病院
びょういん

で機能
き の う

訓練
くんれん

、療養上
りょうようじょう

の管理
か ん り

、

看護
か ん ご

、介護
か い ご

および日常
にちじょう

生活
せいかつ

の世話
せ わ

を受
う

ける療養
りょうよう

介護
か い ご

 

 

(６) 常
つね

に介護
か い ご

を必要
ひつよう

とする人
ひと

が施設
し せ つ

において、昼間
ひ る ま

に入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

の介護
か い ご

などが受
う

けられ、創作的
そうさくてき

活動
かつどう

や生産
せいさん

活動
かつどう

ができる生活
せいかつ

介護
か い ご

 

 

(７) 自宅
じ た く

で介護
か い ご

する人
ひと

が病気
びょうき

の場合
ば あ い

などに、施設
し せ つ

に短期間
た ん き か ん

入所
にゅうしょ

し、入浴
にゅうよく

、

排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を受
う

ける短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ） 

 

(８) 自立
じ り つ

した日常
にちじょう

生活
せいかつ

または社会
しゃかい

生活
せいかつ

ができるよう、身体
し ん た い

機能
き の う

または生活
せ い か つ

能力
の う り ょ く

の向上
こ う じ ょ う

のために必要
ひ つ よ う

な訓練
く ん れ ん

を受
う

ける自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
く ん れ ん

） 

 

(９) 障
しょう

がいのある人
ひと

が、地域
ち い き

生活
せいかつ

をする上
うえ

で必要
ひつよう

な生活
せいかつ

機能
き の う

の維持
い じ

・向上
こうじょう

などのための訓練
くんれん

を受
う

ける自立
じ り つ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

） 

 

(10) 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

やグループホームを利用
り よ う

していた人
ひと

達
たち

がひとり暮
ぐ

らしをする

場合
ば あ い

に、定期的
て い き て き

な巡回
じゅんかい

訪問
ほうもん

や随時
ず い じ

の対応
たいおう

により、円滑
えんかつ

な地域
ち い き

生活
せいかつ

に向
む

け

た相談
そうだん

・助言
じょげん

などを受
う

ける自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

 

(11) 障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で共同生活
きょうどうせいかつ

を行
おこな

う住居
じゅうきょ

で、日常生活上
にちじょうせいかつじょう

の相談
そうだん

・

援助
えんじょ

を受
う

ける共同生活援助
きょうどうせいかつえんじょ

（グループホーム） 

 

(12) 障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して受
う

ける施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

  

 

問
とい

14－１ 問
とい

14で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。現在
げんざい

利用
り よ う

して

いるサービスに満足
まんぞく

されていますか。その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

14の番号
ばんごう

（(１)～

(12)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 満足
まんぞく

している（番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

２ 不満
ふ ま ん

がある （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

３ わからない 
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問
とい

14－２ 問
とい

14－１で「２ 不満
ふ ま ん

がある」と答
こた

えた方
かた

の不満
ふ ま ん

の内容
ないよう

は、どのようなこと

でしょうか。（○はいくつでも） また、その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

14の番号
ばんごう

（(１)

～(12)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

できない 

         （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

２ サービス量
りょう

（日数
にっすう

・時間数
じ か ん す う

）が少
すく

ない 

         （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

３ 事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ないので選択
せんたく

できない 

         （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

４ 事業所
じぎょうしょ

や職員
しょくいん

の対応
たいおう

が悪
わる

い 

         （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

５ 利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

が重
おも

い 

         （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

６ その他
た

（            ） 

         （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11・12） 

 

問
とい

14－３ 問
とい

14で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。行政
ぎょうせい

の事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

は十分
じゅうぶん

であると思
おも

いますか。（○は１つ） 

１ 十分
じゅうぶん

である 

２ 不十分
ふじゅうぶん

である 

３ どちらでもない 

 

問
とい

14－４ 問
とい

14で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。行政
ぎょうせい

の事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

をよりよくするためにどの様
よう

にしたらよいと思
おも

いますか。（○は１つ） 

１ 事業者
じぎょうしゃ

の数
かず

を制限
せいげん

して、行政
ぎょうせい

の事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

を徹底
てってい

する 

２ 事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

にあたる人数
にんずう

などの強化
きょうか

 

３ わからない 
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問
とい

15 次
つぎ

の(１)～(４)の障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスのすべての項目
こうもく

について、１～５のあてはま

る番号
ばんごう

を右欄
みぎらん

に記入
きにゅう

してください。 

１ 利用
り よ う

している 

２ 今
いま

は利用
り よ う

していないが、利用
り よ う

したことはある 

３ 利用
り よ う

したことはないが、今後
こ ん ご

３年以内
ね ん い な い

に利用
り よ う

したい 

４ 利用
り よ う

したことはなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない 

    ５ わからない 

(１) 一般
いっぱん

企業
きぎょう

などへの就職
しゅうしょく

を希望
き ぼ う

する人
ひと

が、一定期間
い っ て い き か ん

、就労
しゅうろう

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

および能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を受
う

ける就労移行支援
し ゅ う ろ う い こ う し え ん

 

 

(２) 一般
いっぱん

企業
きぎょう

などでの就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な人
ひと

が、雇用
こ よ う

契約
けいやく

に基
もと

づき働
はたら

く場
ば

を

提供
ていきょう

されるとともに、知識
ち し き

および能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を受
う

け

る就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

（Ａ型
がた

） 

 

(３) 一般
いっぱん

企業
きぎょう

などでの就労
しゅうろう

が困難
こんなん

な人
ひと

が、働
はたら

く場
ば

を提供
ていきょう

されるとともに、

知識
ち し き

および能力
のうりょく

の向上
こうじょう

のために必要
ひつよう

な訓練
くんれん

を受
う

ける就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

（Ｂ

型
がた

） 

 

(４) 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

などのサービスを利用
り よ う

して一般
いっぱん

就労
しゅうろう

した人
ひと

が就業
しゅうぎょう

に

伴
ともな

う生活面
せいかつめん

の課題
か だ い

に対応
たいおう

できるよう、事業所
じぎょうしょ

・家族
か ぞ く

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

などの

支援
し え ん

を受
う

ける就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

 

 

  

あてはまる番号
ばんごう

（１～５）を

記入
きにゅう

してください 
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問
とい

15－１ 問
とい

15で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。現在
げんざい

利用
り よ う

して

いるサービスに満足
まんぞく

されていますか。（○は１つ） その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

15の

番号
ばんごう

（(１)～(４)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 満足
まんぞく

している （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

２ 不満
ふ ま ん

がある  （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

３ わからない 

 

問
とい

15－２ 問
とい

15－１で「２ 不満
ふ ま ん

がある」と答
こた

えた方
かた

の不満
ふ ま ん

の内容
ないよう

は、どのようなこと

でしょうか。（○はいくつでも） その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

15の番号
ばんごう

（(１)～(４)）

で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

できない                       （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

２ サービス量
りょう

（日数
にっすう

・時間数
じ か ん す う

）が少
すく

ない                       （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

３ 事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ないので選択
せんたく

できない                       （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

４ 賃金
ちんぎん

が少
すく

ない             （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

５ 事業所
じぎょうしょ

や職員
しょくいん

の対応
たいおう

が悪
わる

い             （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

６ 利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

が重
おも

い             （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

７ その他
た

（                   ）               （番号
ば ん ご う

 １・２・３・４） 
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問
とい

16 次
つぎ

の(１)～(３)の相談
そうだん

支援
し え ん

のすべての項目
こうもく

について、１～５のあてはまる番号
ばんごう

を

右欄
みぎらん

に記入
きにゅう

してください。 

１ 利用
り よ う

している 

２ 今
いま

は利用
り よ う

していないが、利用
り よ う

したことはある 

３ 利用
り よ う

したことはないが、今後
こ ん ご

３年以内
ね ん い な い

に利用
り よ う

したい 

４ 利用
り よ う

したことはなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない 

５ わからない 

(１) 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス利用者
り よ う し ゃ

に対
たい

するサービスなど利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

とサ

ービスなどの利用
り よ う

状況
じょうきょう

の検証
けんしょう

を行
おこな

う計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

 

(２) 施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している人
ひと

や入院
にゅういん

している精神
せいしん

に障
しょう

がいのある人
ひと

などの

地域
ち い き

生活
せいかつ

への移行
い こ う

を支援
し え ん

する地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

 

(３) 自宅
じ た く

でひとり暮
ぐ

らしをしている障
しょう

がいのある人
ひと

などが夜間
や か ん

も含
ふく

む

緊急時
きんきゅうじ

における連絡
れんらく

、相談
そうだん

などの支援
し え ん

を受
う

ける地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

 

問
とい

16－１ 問
とい

16で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。現在
げんざい

利用
り よ う

して

いる相談
そうだん

支援
し え ん

に満足
まんぞく

されていますか。（○は１つ） その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

16の

番号
ばんごう

（(１)～(３)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 満足
まんぞく

している （番号
ばんごう

 １・２・３） 

２ 不満
ふ ま ん

がある  （番号
ばんごう

 １・２・３） 

３ わからない 

問
とい

16－２ 問
とい

16－１で「２ 不満
ふ ま ん

がある」と答
こた

えた方
かた

の不満
ふ ま ん

の内容
ないよう

は、どのようなこと

でしょうか。（○はいくつでも） その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

16の番号
ばんごう

（(１)～(３)）

で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 相談
そうだん

回数
かいすう

が少
すく

ない                  （番号
ばんごう

 １・２・３） 

２ サービス量
りょう

（日数
にっすう

・時間数
じ か ん す う

）が少
すく

ない                  （番号
ばんごう

 １・２・３） 

３ 事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ないので選択
せんたく

できない                  （番号
ばんごう

 １・２・３） 

４ 事業所
じぎょうしょ

や職員
しょくいん

の対応
たいおう

が悪
わる

い                                            （番号
ばんごう

 １・２・３） 

５ その他
た

（                   ）          （番号
ばんごう

 １・２・３） 

あてはまる番号
ばんごう

（１～５）を

記入
きにゅう

してください 
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問
とい

17 次
つぎ

の(１)～(４)のサービス（地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

）のすべての項目
こうもく

について、１～５

のあてはまる番号
ばんごう

を右欄
みぎらん

に記入
きにゅう

してください。 

１ 利用
り よ う

している 

２ 今
いま

は利用
り よ う

していないが、利用
り よ う

したことはある 

３ 利用
り よ う

したことはないが、今後
こ ん ご

３年以内
ね ん い な い

に利用
り よ う

したい 

４ 利用
り よ う

したことはなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない 

   ５ わからない 

(１) 屋外
おくがい

での移動
い ど う

が困難
こんなん

な障
しょう

がいのある人
ひと

が、外出
がいしゅつ

の支援
し え ん

を受
う

ける

移動支援事業
い ど う し え ん じ ぎ ょ う

 

 

(２) 創作的活動
そうさくてきかつどう

、生産活動
せいさんかつどう

の提供
ていきょう

や社会交流
しゃかいこうりゅう

の促進
そくしん

を受
う

ける地域活動支援
ち い き か つ ど う し え ん

センター事業
じぎょう

（地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター、障害者
しょうがいしゃ

デイサービス） 

 

(３) 施設
し せ つ

に通所
つうしょ

することが困難
こんなん

な重度
じゅうど

障
しょう

がいの人
ひと

が、入浴車
にゅうよくしゃ

による入浴
にゅうよく

サービスを受
う

ける訪問入浴
ほうもんにゅうよく

サービス事業
じぎょう

 

 

(４) 障
しょう

がいのある人
ひと

の日中
にっちゅう

における活動
かつどう

の場
ば

を一時的
い ち じ て き

に提供
ていきょう

する

日中一時支援事業
に っち ゅう いちじ しえ んじ ぎょ う

 

 

 

問
とい

17－１ 問
とい

17で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。現在
げんざい

利用
り よ う

して

いる地域生活支援事業
ち い き せ い か つ し え ん じ ぎ ょ う

によるサービスに満足
まんぞく

されていますか。その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

17の番号
ばんごう

（(１)～(４)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 満足
まんぞく

している （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

２ 不満
ふ ま ん

がある  （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

３ わからない 

 

  

あてはまる番号
ばんごう

（１～５）を

記入
きにゅう

してください 
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問
とい

17－２ 問
とい

17－１で「２ 不満
ふ ま ん

がある」と答
こた

えた方
かた

の不満
ふ ま ん

の内容
ないよう

は、どのようなこと

でしょうか。（○はいくつでも） その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

17の番号
ばんごう

（(１)～(４)）

で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

できない                     （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

２ サービス量
りょう

（日数
にっすう

・時間数
じ か ん す う

）が少
すく

ない                     （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

３ 事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ないので選択
せんたく

できない                     （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

４ 賃金
ちんぎん

が少
すく

ない           （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

５ 事業所
じぎょうしょ

や職員
しょくいん

の対応
たいおう

が悪
わる

い           （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

６ 利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

が重
おも

い           （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

７ その他
た

（                   ）      （番号
ばんごう

 １・２・３・４） 

 

問
とい

18 住
す

まいは次
つぎ

のうちどれですか。入院中
にゅういんちゅう

の場合
ば あ い

は、入院直前
にゅういんちょくぜん

または退院時
た い い ん じ

のことと

してお答
こた

えください。（○は１つ） 

１ 持
も

ち家
いえ

（マンションを含
ふく

む）  

２ 借家
しゃくや

（賃貸
ちんたい

マンションを含
ふく

む）・アパート  

３ 市営
し え い

・県営
けんえい

住宅
じゅうたく

  

４ 障
しょう

がい者
しゃ

のグループホーム 

５ 障
しょう

がい者
しゃ

の入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

６ 高齢者向
こ う れ い し ゃ む

けの入居
にゅうきょ

・入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

７ その他
た

（                                  ） 

 

問
とい

19 図書館
と し ょ か ん

を利用
り よ う

したことがありますか。（○は１つ） 

１ 利用
り よ う

したことがある 

２ 利用
り よ う

したことはないが、今後利用
こ ん ご り よ う

したい 

３ 利用
り よ う

したこともなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

するつもりがない 
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問
とい

20 中央図書館
ちゅうおうとしょかん

に障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

資料
しりょう

のコーナーがあることを知
し

っていますか。（○は１

つ） 

１ 知
し

っていて利用
り よ う

したことがある 

２ 知
し

っているが、利用
り よ う

したことはない 

３ 知
し

らない 

 

問
とい

21 身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

、療育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの方
かた

におうか

がいします。住宅用
じゅうたくよう

火災
か さ い

警報器
け い ほ う き

の購入
こうにゅう

から取付
と り つ

けまでを代行
だいこう

する住宅
じゅうたく

防火
ぼ う か

対策
たいさく

支援
し え ん

を利用
り よ う

したことがありますか。（○は１つ） 

１ 利用
り よ う

したことがある 

２ 利用
り よ う

したことはないが、今後利用
こ ん ご り よ う

したい 

３ 利用
り よ う

したこともなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

するつもりがない 

４ わからない 

 

問
とい

22 問
とい

21で「３ 利用
り よ う

したこともなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

するつもりがない」と答
こた

えた方
かた

にお

うかがいします。利用
り よ う

しないのはなぜですか。（○はいくつでも） 

１ 負担
ふ た ん

金額
きんがく

が高
たか

い 

２ 既
すで

に設置済
せ っ ち ず

み 

３ 自分
じ ぶ ん

または家族
か ぞ く

などで購入
こうにゅう

・取付
と り つ

けができる 

 

問
とい

23 これからの生活
せいかつ

のご希望
き ぼ う

についておたずねします。 

問
とい

23－１ あなたは、これからの生活
せいかつ

をどこで送
おく

りたいですか。（○は１つ） 

１ 自宅
じ た く

(持
も

ち家
いえ

､借家
しゃくや

､公営住宅
こうえいじゅうたく

など)  

２ 障
しょう

がい者
しゃ

のグループホーム  

３ 障
しょう

がい者
しゃ

の入所施設
にゅうしょしせつ

  

４ 高齢者向
こ う れ い し ゃ む

けの入居
にゅうきょ

・入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

５ その他
た

（                            ） 

６ わからない  
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問
とい

23－２ 問
とい

23－１で「１ 自宅
じ た く

」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。これからの生活
せいかつ

をど

のように送
おく

りたいですか。（○は１つ） 

１ だれの支援
し え ん

も受
う

けないで暮
く

らしていきたい 

２ 家族
か ぞ く

の支援
し え ん

で暮
く

らしたい 

３ 居宅介護
き ょ た く か い ご

（ホームヘルプ）や通所
つうしょ

サービスなどを利用
り よ う

して暮
く

らしたい 

４ その他
た

（                            ） 

 

問
とい

24 あなたは、現在
げんざい

の生活
せいかつ

についてどのように感
かん

じていますか。（○は１つ） 

１ 満足
まんぞく

している 

２ どちらかといえば満足
まんぞく

している 

３ どちらかといえば満足
まんぞく

していない 

４ 満足
まんぞく

していない 

５ どちらともいえない 

 

問
とい

25 平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

施行
し こ う

の「障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

）を知
し

っていますか。（○は１つ） 

１ 知
し

っている 

２ 法律
ほうりつ

の名前
な ま え

は聞
き

いたことがあるが、内容
ないよう

までは知
し

らない 

３ 知
し

らない 
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問
とい

26 あなたが文化芸術活動
ぶんかげいじゅつかつどう

に参加
さ ん か

するためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

います

か。（○はいくつでも） 

１ 施設
し せ つ

などのバリアフリー対応
たいおう

（障害
しょうがい

のある方
かた

の利用
り よ う

に配慮
はいりょ

した設備
せ つ び

など） 

２ 道路
ど う ろ

や駅
えき

などのバリアフリー対応
たいおう

（段差
だ ん さ

解消
かいしょう

など） 

３ 相談
そうだん

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

４ 鑑賞
かんしょう

・体験
たいけん

する機会
き か い

の提供
ていきょう

 

５ 活動
かつどう

を行
おこな

う場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

 

６ 職員
しょくいん

などの理解
り か い

・協力
きょうりょく

 

７ 外出
がいしゅつ

時
じ

の介助者
かいじょしゃ

の支援
し え ん

 

８ 金銭的
きんせんてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

（交通費
こ う つ う ひ

の支援
し え ん

など） 

９ その他
た

（                            ） 

10 特
とく

にない 

 

問
とい

27 あなたは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

において、障
しょう

がいがあるために差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

を感
かん

じることはあ

りますか。（○は１つ） 

１ ある 

２ あまりない 

３ 全
まった

くない 

 

問
とい

27－１ 問
とい

27で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。 

どのような場所
ば し ょ

で差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしましたか。（○はいくつでも） 

１ 学校
がっこう

・仕事場
し ご と ば

                                  ５ 病院
びょういん

などの医療機関
い り ょ う き か ん

 

２ 仕事
し ご と

を探
さが

すとき                            ６ 住
す

んでいる地域
ち い き

 

３ 外出中
がいしゅつちゅう

                                    ７ その他
た

（              ） 

４ 余暇
よ か

を楽
たの

しむとき  
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問
とい

28 日常
にちじょう

生活
せいかつ

において、あなたの障
しょう

がいについて理解
り か い

や配慮
はいりょ

があり、よかったと感
かん

じ

たことはありますか。（○は１つ） 

１ ある 

２ あまりない 

３ 全
まった

くない 

 

問
とい

28－１ 問
とい

28で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。 

どのようなことをよかったと感
かん

じましたか。（○はいくつでも） 

１ 移動
い ど う

のサポート（エレベーター利用
り よ う

、誘導
ゆうどう

など） 

２ 分
わ

かりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

（手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

、字幕
じ ま く

表示
ひょうじ

、読
よ

み上
あ

げソフトなど） 

３ 話
はな

す・聞
き

く際
さい

の工夫
く ふ う

（ゆっくり話す
は な す

、筆談
ひつだん

、分
わ

かりやすい言葉
こ と ば

の使用
し よ う

など） 

４ 学習
がくしゅう

や仕事
し ご と

の進
すす

め方
かた

の配慮
はいりょ

（課題
か だ い

の提出
ていしゅつ

方法
ほうほう

変更
へんこう

、柔軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

形態
けいたい

など） 

５ 医療
いりょう

や窓口
まどぐち

対応
たいおう

での配慮
はいりょ

（別室
べっしつ

での待機
た い き

、説明
せつめい

を丁寧
ていねい

にするなど） 

６ 周囲
しゅうい

の人
ひと

の理解
り か い

や協力
きょうりょく

（困
こま

ったときに声
こえ

をかけてもらえたなど） 

７ プライバシーへの配慮
はいりょ

（障
しょう

がいの内容
ないよう

を本人
ほんにん

の同意
ど う い

なく伝
つた

えないなど） 

８ 利用
り よ う

しやすい設備
せ つ び

（バリアフリーなど） 

９ その他
た

（                            ） 

 

ご意見
い け ん

・ご要望
ようぼう

がありましたならば、ご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

※ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 

記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ、１１月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）までに、郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）してください。
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２ 障がい児    アンケートへのご協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 

 

いつも、市役所
し や く し ょ

の仕事
し ご と

にご協力
きょうりょく

いただき、ありがとうございます。 

岐阜市
ぎ ふ し

は、障
しょう

がいのある児童
じ ど う

たちのためのいろいろなサービスを充実
じゅうじつ

することをめざ

して、令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

に「岐阜市
ぎ ふ し

第
だい

４期
き

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」をつくります。この調査票
ちょうさひょう

は、市内
し な い

にお住
す

まいの障害児通所
しゅうがいじつうしょ

支援
し え ん

などを利用
り よ う

されている18歳未満
さ い み ま ん

の方
かた

のうちから無作為
む さ く い

に

抽
ちゅう

出
しゅつ

し、お送
おく

りしました。 

みなさまが安心
あんしん

して暮
く

らせる岐阜市
ぎ ふ し

にするため、お手数
て す う

をおかけしますが、ご協力
きょうりょく

お

願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 

なお、この調査
ちょうさ

は、どなたが回答
かいとう

されたかわからないように集計
しゅうけい

し、調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
い が い

には利用
り よ う

いたしません。 

調査
ちょうさ

結果
け っ か

については、岐阜市
ぎ ふ し

のホームページなどで公表
こうひょう

します。 
 

令和
れ い わ

７年
ねん

11月
がつ

 

岐阜
ぎ ふ

市長
しちょう

  柴橋
しばはし

 正直
まさなお

  
 

＜ご回答
かいとう

にあたって＞ 

・令和
れ い わ

７年
ねん

11月
がつ

１日
にち

時点
じ て ん

の内容
ないよう

で記入
きにゅう

してください。 

・何
なん

らかの事情
じじょう

で、ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

できない場合
ば あ い

は、ご家族
か ぞ く

の方
かた

などに代筆
だいひつ

していた

だくか、代理
だ い り

の方
かた

がご本人
ほんにん

の意思
い し

を尊重
そんちょう

して代
か

わりに記入
きにゅう

してください。 

・質問
しつもん

に選択肢
せ ん た く し

があるものは、あてはまる番号
ばんごう

に○をつけてください。お答
こた

えが

選択肢
せ ん た く し

の中
なか

の「その他
た

」にあてはまる場合
ば あ い

は、（  ）内
ない

に具体的
ぐ た い て き

に記入
きにゅう

してく

ださい。 

・答
こた

えたくない質問
しつもん

は、無回答
む か い と う

のまま、次
つぎ

の質問
しつもん

に進
すす

んでください。 

・記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ、１１月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）までに、

郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）してください。 

 

・アンケートについてのお問
と

い合
あ

わせ 

岐阜市
ぎ ふ し

福
ふく

祉
し

部
ぶ

福
ふく

祉
し

事
じ

務
む

所
しょ

障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

  担当
たんとう

 泉谷
いずたに

、高瀬
た か せ

 

電話
で ん わ

：214-2138（直通
ちょくつう

）  ファックス：265-7613 

メールアドレス：fj-shougai@city.gifu.gifu.jp 

※この調査
ちょうさ

は、岐阜市
ぎ ふ し

が株式会
かぶしきがい

社名
しゃめい

豊
ほう

に委託
い た く

して実施
じ っ し

しています。
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問
と い

５ このアンケートにご記入
き に ゅ う

いただくのはどなたですか。（○は１つ） 

１ 本人
ほ ん に ん

    ２ 家族
か ぞ く

    ３ その他
た

（          ） 

 

※ご本人
ほ ん に ん

以外
い が い

の方
か た

が答
こ た

えられる場合
ば あ い

の問
と い

２以下
い か

は、ご本人
ほ ん に ん

への問
と い

としてお答
こ た

えく

ださい。 

 

問
と い

６ あなたは、次
つ ぎ

のどれに該当
が い と う

しますか。（○は１つ） 

１ 就学前
しゅうがくまえ

    

２ 小学生
しょうがくせい

    

３ 中学生
ちゅうがくせい

    

４ 高校生
こ う こ う せ い

・中学校
ちゅうがっこう

卒業
そつぎょう

 

 

問
と い

７ あなたは、男
おとこ

ですか、女
おんな

ですか。（○は１つ） 

１ 男
おとこ

       ２ 女
おんな

     ３ 回答
か い と う

しない 

 

問
と い

４ あなたは今
い ま

、だれと暮
く

らしていますか。（○はいくつでも） 

１ おとうさん 

２ おかあさん 

３ おじいさん 

４ おばあさん 

５ きょうだい 

６ 親戚
しんせき

の人
ひと

 

７ その他
た

（                            ） 
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問
とい

５ あなたは、次
つぎ

のうちどの手帳
てちょう

などを持
も

っていますか。（○はいくつでも） 

１ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 １級
きゅう

 

２ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ２級
きゅう

 

３ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ３級
きゅう

 

４ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ４級
きゅう

 

５ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ５級
きゅう

 

６ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 ６級
きゅう

 

７ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ１ 

８ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ａ２ 

９ 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ｂ１ 

10 療育
りょういく

手帳
てちょう

 Ｂ２ 

11 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 １級
きゅう

 

12 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 ２級
きゅう

 

13 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

 ３級
きゅう

 

14 特定
とくてい

医療費
い り ょ う ひ

（指定
し て い

難病
なんびょう

）受給者証
じゅきゅうしゃしょう

 

15 小児
しょうに

慢性
まんせい

特定
とくてい

疾病
しっぺい

医療
いりょう

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

 

16 持
も

っていない 

 

問
とい

６ 身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

をお持
も

ちの方
かた

におたずねします。あなたの障
しょう

がいは、どのような

障
しょう

がいですか。身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

の内容
ないよう

からお答
こた

えください。障
しょう

がいが重複
ちょうふく

している

場合
ば あ い

は、より不自由
ふ じ ゆ う

を感
かん

じている方
ほう

に○をつけてください。（○は１つ） 

１ 視覚
し か く

障
しょう

がい                   

２ 聴覚
ちょうかく

障
しょう

がい、平衡
へいこう

機能
き の う

障
しょう

がい            

３ 音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障
しょう

がい        

４ 肢体不自由
し た い ふ じ ゆ う

（主
おも

に手
て

） 

５ 肢体不自由
し た い ふ じ ゆ う

（主
おも

に足
あし

・腰
こし

） 

６ 内部
な い ぶ

障
しょう

がい（１～５以外
い が い

） 

 

問
とい

７ あなたは、福祉
ふ く し

サービス受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

証
しょう

を持
も

っていますか。（○は１つ） 

１ 持
も

っている                                                      ２ 持
も

っていない 

 

問
とい

８ あなたは難病
なんびょう

（指定難病
していなんびょう

）の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている                                                        ２ 受
う

けていない 

 

問
とい

９ あなたは発達障害
はったつしょうがい

として診断
しんだん

されたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある                                                                      ２ ない 
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問
とい

９－１ 問
とい

９で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。どのような診断
しんだん

を受
う

け

ていますか。（○は１つ） 

１ 自閉
じ へ い

スペクトラム症
しょう

（自閉症
じへいしょう

、アスペルガー症候群
しょうこうぐん

、広汎性発達障害
こうはんせいはったつしょうがい

） 

２ 注意欠如
ちゅういけつじょ

・多動症
たどうしょう

（注意欠陥
ちゅういけっかん

・多動性障害
たどうせいしょうがい

、ＡＤＨＤ） 

３ 学習障害
がくしゅうしょうがい

（ＬＤ） 

４ その他
た

（                            ） 
 

問
とい

９－２ 問
とい

９で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。現在
げんざい

、定期的
て い き て き

に医療機関
い り ょ う き か ん

で治療
ちりょう

などを受
う

けていますか。（○はいくつでも） 

１ 特
とく

に治療
ちりょう

は受
う

けていない 

２ 診察
しんさつ

・薬
くすり

の処方
しょほう

 

３ カウンセリング(心理
し ん り

職
しょく

などによるものを含
ふく

む) 

４ 専門職
せんもんしょく

（言語聴覚士
げ ん ご ち ょ う か く し

・作業療法士
さぎょうりょうほうし

など）による各種訓練
かくしゅくんれん

 

５ 専門職
せんもんしょく

（ソーシャルワーカーなど）による各種相談
かくしゅそうだん

 

６ 障害者手帳
しょうがいしゃてちょう

や年金
ねんきん

などの受給申請
じゅきゅうしんせい

に必要
ひつよう

な書類
しょるい

（診断書
しんだんしょ

など）の発行
はっこう

を受
う

け

るために通
かよ

っている 

７ その他
た

（                            ） 
 

問
とい

10 あなたは重症心身障害
じゅうしょうしんしんしょうがい

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている                                     ２ 受
う

けていない 

 

問
とい

10－１ 問
とい

10で「１ 受
う

けている」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。あなたは、現在
げんざい

お口
くち

の中
なか

で気
き

になるところはありますか。（○はいくつでも） 

１ 特
とく

にない 

２ 痛
いた

い 

３ むし歯
ば

になっている 

４ 歯
は

がグラグラする、抜
ぬ

けている 

５ 歯
は

ぐきが腫
は

れている 

６ 歯
は

ぐきから血
ち

がでる 

７ その他
た

（                            ）  
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問
とい

10－２ あなたは、かかりつけの歯科医院
し か い い ん

がありますか。（○は１つ） 

１ ある（歯科医院
し か い い ん

に行
い

っている） 

２ ある（訪問歯科診療
ほ う も ん し か し ん り ょ う

を受
う

けている） 

３ ない 

 

問
とい

11 あなたは高次脳機能障害
こ う じ の う き の う し ょ う が い

として診断
しんだん

されたことがありますか。（○は１つ） 

１ ある    ２ ない 

 

問
とい

12 あなたは現在医療的
げんざいいりょうてき

ケアを受
う

けていますか。（○は１つ） 

１ 受
う

けている   ２ 受
う

けていない 

 

問
とい

13 あなたの住
す

まいは次
つぎ

のうちどれですか。（○は１つ） 

１ 持
も

ち家
いえ

（マンションを含
ふく

む）        

２ 借家
しゃくや

（賃貸
ちんたい

マンションを含
ふく

む）・アパート     

３ 市営
し え い

・県営
けんえい

住宅
じゅうたく

                         

４ 入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

 

５ その他
た

（                              ） 

 

問
とい

14 これからの生活
せいかつ

のご希望
き ぼ う

についておたずねします。 

問
とい

14－１ あなたは、学校
がっこう

卒業後
そつぎょうご

の生活
せいかつ

をどこで送
おく

りたいですか。（○は１つ） 

１ 自宅
じ た く

(持
も

ち家
いえ

､借家
しゃくや

､公営住宅
こうえいじゅうたく

など)  

２ グループホーム 

３ 入所施設
にゅうしょしせつ

 

４ その他
た

（                            ） 

５ わからない 
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問
とい

14－２ 問
とい

14－１で「１ 自宅
じ た く

」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。これからの生活
せいかつ

を

どのように送
おく

りたいですか。（○は１つ） 

１ だれの支援
し え ん

も受
う

けないで暮
く

らしていきたい 

２ 家族
か ぞ く

の支援
し え ん

で暮
く

らしたい 

３ 居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ）や通所
つうしょ

サービスなどを利用
り よ う

して暮
く

らしたい 

４ その他
た

（                         ） 

 

問
とい

14－３ 現在
げんざい

通
かよ

っている学校
がっこう

などを卒業
そつぎょう

したあとの進路
し ん ろ

をどのように考
かんが

えていま

すか。（○は１つ） 

１ 就職
しゅうしょく

（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

）したい 

２ 自営業
じえいぎょう

（家
いえ

の仕事
し ご と

の手伝
て つ だ

いを含
ふく

む） 

３ 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

を利用
り よ う

したい 

４ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

事業所
じぎょうしょ

を利用
り よ う

したい 

５ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

事業所
じぎょうしょ

を利用
り よ う

したい 

６ 生活
せいかつ

介護
か い ご

事業所
じぎょうしょ

、障害者
しょうがいしゃ

デイサービスセンターを利用
り よ う

したい 

７ 通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

・学校
がっこう

、専門
せんもん

学校
がっこう

、大学
だいがく

などに進学
しんがく

したい 

８ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に進学
しんがく

したい 

９ 考
かんが

えていない 

10 その他
た

（                         ） 
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問
とい

15 次
つぎ

の(１)～(11)のサービスのすべての項目
こうもく

について、１～５のあてはまる番号
ばんごう

を

右欄
みぎらん

に記入
きにゅう

してください。 

１ 利用
り よ う

している 

２ 今
いま

は利用
り よ う

していないが、利用
り よ う

したことはある 

３ 利用
り よ う

したことはないが、今後
こ ん ご

３年以内
ね ん い な い

に利用
り よ う

したい 

４ 利用
り よ う

したことはなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

しない 

５ わからない 

(１) 就学前
しゅうがくまえ

の障
しょう

がいのある児童
じ ど う

やその家族
か ぞ く

が、通所
つうしょ

により、日常
にちじょう

生活
せいかつ

における基本的
きほんてき

な動作
ど う さ

の指導
し ど う

や集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

訓練
くんれん

などを受
う

ける児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 

(２) 外出
がいしゅつ

することが困難
こんなん

な障
しょう

がいのある児童
じ ど う

の家
いえ

を訪問
ほうもん

し、（１）の児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

を受
う

ける居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

 

(３) (１)の児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

および治療
ちりょう

を受
う

ける医療型
いりょうがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

  

(４) 放課後
ほ う か ご

や夏休
なつやす

みなどの長期
ちょうき

休暇中
きゅうかちゅう

に、障
しょう

がいのある児童
じ ど う

が過
す

ごす放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサ

ービス 

 

(５) 保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

、小学校
しょうがっこう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

などに通
かよ

うまたは通
かよ

う予定
よ て い

の障
しょう

がいのある児童
じ ど う

が、他
ほか

の児童
じ ど う

との集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
てきおう

のための専門
せんもん

的
てき

支援
し え ん

を受
う

け

る保育所
ほいくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

 

(６) 自宅
じ た く

で入浴
にゅうよく

、排
はい

せつ、食事
しょくじ

などの身体
しんたい

介護
か い ご

と、調理
ちょうり

、洗濯
せんたく

、そうじなどの家事
か じ

援助
えんじょ

、

通院
つういん

などの支援
し え ん

を受
う

ける居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプサービス） 

 

(７) 自宅
じ た く

で介護
か い ご

する人
ひと

が病気
びょうき

の場合
ば あ い

などに、施設
し せ つ

に短
みじか

いあいだ入所
にゅうしょ

し、入浴
にゅうよく

、トイ

レ、食事
しょくじ

などの介護
か い ご

を受
う

ける短期入所
たんきにゅうしょ

（ショートスティ） 

 

(８) 外出
がいしゅつ

することが困難
こんなん

な障
しょう

がいのある人
ひと

が、移動
い ど う

の援助
えんじょ

などを受
う

ける同行
どうこう

援護
え ん ご

・

行動
こうどう

援護
え ん ご

・移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

 

(９) 障
しょう

がいのある人
ひと

の日中
にっちゅう

における活動
かつどう

の場
ば

を一時的
いちじてき

に提供
ていきょう

する日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

事業
じぎょう

  

(10) 障
しょう

がいのある児童
じ ど う

の総合的
そうごうてき

な支援
し え ん

のための計画
けいかく

を作成
さくせい

する計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

（障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

利用
り よ う

計画
けいかく

） 

 

(11) 障
しょう

がい児
じ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

して受
う

ける障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

  

あてはまる番号
ばんごう

（１～５）を

記入
きにゅう

してください 
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問
とい

15－１ 問
とい

15で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。現在
げんざい

利用
り よ う

し

ているサービスに満足
まんぞく

されていますか。その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

15の番号
ばんごう

（(１)

～(11)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 満足
まんぞく

している （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

２ 不満
ふ ま ん

がある  （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

３ わからない 
 

問
とい

15－２ 問
とい

15－１で「２ 不満
ふ ま ん

がある」と答
こた

えた方
かた

の不満
ふ ま ん

の内容
ないよう

は、どのようなこ

とでしょうか。（○はいくつでも） その利用
り よ う

サービス名
めい

を問
とい

15の番号
ばんごう

（(１)～

(11)）で（ ）内
ない

に○をつけてください。 

１ 希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

に利用
り よ う

できない 

           （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

２ サービス量
りょう

（日数
にっすう

・時間数
じ か ん す う

）が少
すく

ない 

           （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

３ 事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ないので選択
せんたく

できない 

           （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

４ 事業所
じぎょうしょ

や職員
しょくいん

の対応
たいおう

が悪
わる

い 

           （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

５ 利用者負担
り よ う し ゃ ふ た ん

が重
おも

い 

           （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

６ その他
た

（                        ） 

           （番号
ばんごう

 １・２・３・４・５・６・７・８・９・10・11） 

 

問
とい

15－３ 問
とい

15で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。行政
ぎょうせい

の事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

は十分
じゅうぶん

であると思
おも

いますか。（○は１つ） 

１ 十分
じゅうぶん

である 

２ 不十分
ふじゅうぶん

である 

３ どちらでもない 
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問
とい

15－４ 問
とい

15で「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。行政
ぎょうせい

の事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

をよりよくするためにどの様
よう

にしたらよいと思
おも

いますか。（○は１つ） 

１ 事業者
じぎょうしゃ

の数
かず

を制限
せいげん

して、行政
ぎょうせい

の事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

を徹底
てってい

する 

２ 事業者
じぎょうしゃ

への指導
し ど う

にあたる人数
にんずう

などの強化
きょうか

 

３ わからない 

 

問
とい

16 あなたは、現在
げんざい

の生活
せいかつ

についてどのように感
かん

じていますか。（○は１つ） 

１ 満足
まんぞく

している 

２ どちらかといえば満足
まんぞく

している 

３ どちらかといえば満足
まんぞく

していない 

４ 満足
まんぞく

していない 

５ どちらともいえない 

 

問
とい

17 あなたが文化芸術活動
ぶんかげいじゅつかつどう

に参加
さ ん か

するためには、どのようなことが必要
ひつよう

だと思
おも

います

か。（○はいくつでも） 

１ 施設
し せ つ

などのバリアフリー対応
たいおう

（障害
しょうがい

のある方
かた

の利用
り よ う

に配慮
はいりょ

した設備
せ つ び

など） 

２ 道路
ど う ろ

や駅
えき

などのバリアフリー対応
たいおう

（段差
だ ん さ

解消
かいしょう

など） 

３ 相談
そうだん

や情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

４ 鑑賞
かんしょう

・体験
たいけん

する機会
き か い

の提供
ていきょう

 

５ 活動
かつどう

を行
おこな

う場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

 

６ 職員
しょくいん

などの理解
り か い

・協力
きょうりょく

 

７ 外出
がいしゅつ

時
じ

の介助者
かいじょしゃ

の支援
し え ん

 

８ 金銭的
きんせんてき

な負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

（交通費
こ う つ う ひ

の支援
し え ん

など） 

９ その他
た

（                            ） 

10 特
とく

にない 
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問
とい

18 図書館
と し ょ か ん

を利用
り よ う

したことがありますか。（○は１つ） 

１ 利用
り よ う

したことがある 

２ 利用
り よ う

したことはないが、今後利用
こ ん ご り よ う

したい 

３ 利用
り よ う

したこともなく、今後
こ ん ご

も利用
り よ う

するつもりがない 

 

問
とい

19 中央図書館
ちゅうおうとしょかん

に障
しょう

がい者
しゃ

支援
し え ん

資料
しりょう

のコーナーがあることを知
し

っていますか。 

（○は１つ） 

１ 知
し

っていて利用
り よ う

したことがある 

２ 知
し

っているが、利用
り よ う

したことはない 

３ 知
し

らない 

 

問
とい

20 あなたは、日常
にちじょう

生活
せいかつ

において、障
しょう

がいがあるために差別
さ べ つ

や偏見
へんけん

を感
かん

じることはあ

りますか。（○は１つ） 

１ ある 

２ あまりない 

３ 全
まった

くない 

 

問
とい

20－１ 問
とい

20で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におうかがいします。どのような場所
ば し ょ

で差別
さ べ つ

や嫌
いや

な思
おも

いをしましたか。（○はいくつでも） 

１ 学校
がっこう

 

２ 外出中
がいしゅつちゅう

 

３ 余暇
よ か

を楽
たの

しむとき 

４ 病院
びょういん

などの医療機関
い り ょ う き か ん

 

５ 住
す

んでいる地域
ち い き

 

６ その他
た

（                            ） 
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問
とい

21 日常
にちじょう

生活
せいかつ

において、あなたの障
しょう

がいについて理解
り か い

や配慮
はいりょ

があり、よかったと感
かん

じ

たことはありますか。（○は１つ） 

１ ある 

２ あまりない 

３ 全
まった

くない 

 

問
とい

21―１ 問
とい

21で「１ ある」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。 

どのようなことをよかったと感
かん

じましたか。（○はいくつでも） 

１ 移動
い ど う

のサポート（エレベーター利用
り よ う

、誘導
ゆうどう

など） 

２ 分
わ

かりやすい情報
じょうほう

提供
ていきょう

（手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

、要約
ようやく

筆記
ひ っ き

、字幕
じ ま く

表示
ひょうじ

、読
よ

み上
あ

げソフトなど） 

３ 話
はな

す・聞
き

く際
さい

の工夫
く ふ う

（ゆっくり話す
は な す

、筆談
ひつだん

、分
わ

かりやすい言葉
こ と ば

の使用
し よ う

など） 

４ 学習
がくしゅう

や仕事
し ご と

の進
すす

め方
かた

の配慮
はいりょ

（課題
か だ い

の提出
ていしゅつ

方法
ほうほう

変更
へんこう

、柔軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

形態
けいたい

など） 

５ 医療
いりょう

や窓口
まどぐち

対応
たいおう

での配慮
はいりょ

（別室
べっしつ

での待機
た い き

、説明
せつめい

を丁寧
ていねい

にするなど） 

６ 周囲
しゅうい

の人
ひと

の理解
り か い

や協力
きょうりょく

（困
こま

ったときに声
こえ

をかけてもらえたなど） 

７ プライバシーへの配慮
はいりょ

（障
しょう

がいの内容
ないよう

を本人
ほんにん

の同意
ど う い

なく伝
つた

えないなど） 

８ 利用
り よ う

しやすい設備
せ つ び

（バリアフリーなど） 

９ その他
た

（                            ） 

 

ご意見
い け ん

・ご要望
ようぼう

がありましたならば、ご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

※ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 

記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

に入
い

れ、１１月
がつ

２１日
にち

（金
きん

）までに、郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

（切手
き っ て

不要
ふ よ う

）してください。 

 

 


